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昌
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５
　
遺
跡
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種
類
　
城
館
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６
　
遺
跡
の
年
代
　
安
土
桃
山
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
出
城
は
富
山
市
の
東
北
部
、
水
橋
小
出
地
内
の
小
出
神
社
周
辺
に
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
平
城
で
あ

る
。
天
正
九
年

（
一
五
人

し

三
月
、
小
出
の
戦
い
で
織
田
信

長
方
の
佐
々
成
政
と
越
後
上
杉

景
勝
方
が
戦
火
を
交
え
た
際
、

織
田
方
前
線
基
地
と
し
て
史
上

津
　
ｔ
登
場
す
る
。

名
小　
　
二
〇
〇

一
年
度
の
試
掘
調
査

で
は
、
小
出
神
社
周
辺
で
幅

一

Ｏ
ｍ
の
堀
跡
を
確
認
し
、
二
〇
〇
三
年
度
調
査
区

（小
出
神
社
か
ら
約
一
五
〇
ｍ

北
側
）
で
は
、
東
西
方
向
に
延
伸
す
る
幅
約

一
〇
ｍ
の
堀
跡
を
確
認
し
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
県
道
拡
幅
工
事
に
伴
う
も
の
で
、

約
二
六
０
２ｍ
を
対
象
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
年
度
検
出
し
た
東
西
方
向
の
内

堀
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
が
ほ
ぼ
直
角
に
北
に
向
か
っ
て
廷
伸
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
内
堀
Ｓ
Ｄ
〇

一
の
約
三
五
ｍ
東
側
で
、
南
北
方
向
に
延
び
る
幅
約
七
ｍ
の

外
堀
Ｓ
Ｄ
Ｏ
六
を
検
出
し
た
。
外
堀
か
ら
は
、
鶴
九
な
ど
の
文
様
が
描
か
れ
た

漆
器
、
鉛
玉
、
焼
痕
の
あ
る
珠
洲
焼
や
石
な
ど
が
出
上
し
た
。
こ
の
外
堀
は
周

囲
の
遺
構

（井
一じ

の
検
出
状
況
か
ら
み
て
、
上
部
が
大
き
く
削
平
さ
れ
て
お

り
、
本
来
は
幅

一
〇
ｍ
前
後
の
規
模
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

小
出
城
域
は
史
料
か
ら
窺
え
る
規
模
を
は
る
か
に
上
回
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

木
簡
は
、
外
堀
Ｓ
Ｄ
〇
六
が
埋
没
し
た
後
に
で
き
た
浅
い
窪
地
状
遺
構
Ｓ
Ｘ

Ｏ

一
か
ら
、
珠
洲
焼

全
堕
、
悟
鉢
）、
香
炉
に
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
漆
器
、

青
磁
、
木
片
な
ど
中
世
後
期
の
遺
物
と
と
も
に
出
上
し
た
。
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木
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の
釈
文
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上
下
両
端
と
も
に
欠
損
し
、、
左
下
に
釘

孔
の
よ
う
な
孔
が
確
認
で
き
る
。
裏
面
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

不
鮮
明
な
た
め
文
字
の
有
無
は
判
別
で
き
　
　
饉
∝
鯵
に
は
に
斡
Ⅷ
Ⅷ
霧

な

い
。
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